
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和３年４月１３日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹 

出席者：大西旅人、高野平太、谷口勝、 

長谷川智、三浦みちえ、 

山岸順、山口しだれ、山口昇柳、 

 

 

 

  
 

課
題
「
び
っ
く
り
」・
互
選 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
評 

＊ 

佐
藤
青
樹 

 

 

「
１
点
」 

与
謝
野
晶
子
は
十
三
人
の
子
を
産
み
き 
 
 
 

旅
人 

 

 

下
五
「
産
み
き
」
の
切
り
字
「
き
」
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

例
「
与
謝
野
晶
子
十
三
人
も
産
ん
じ
ま
い
」 

不
意
を
つ
き
横
隔
膜
を
黙
ら
せ
る 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

 
出
来
て
い
る
句
だ
が
、
横
隔
膜
の
強
硬
性
痙
攣
を
知
ら
な
い

と
。 

 
 

例
「
不
意
に
肩
叩
き
し
ゃ
っ
く
り
止
め
て
や
り
」 

原
子
炉
の
数
に
驚
く
震
災
後 

 
 
 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

絵
が
見
え
、
上
手
く
出
来
た
句
。
原
子
炉
の
数
に
は
、
驚
い
た
。 

 

逆
走
車
よ
け
て
路
肩
で
深
呼
吸 

 
 
 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

絵
が
見
え
、
緊
迫
感
の
あ
る
句
。
上
手
く
出
来
ま
し
た
。 

 

三
世
代
揃
っ
た
よ
う
な
ク
ラ
ス
会 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 

老
い
方
は
人
様
々
。
特
に
、
上
五
か
ら
中
七
の
「
三
世
代
揃
っ
た

よ
う
な
」
で
決
ま
っ
た
句
。 

 

ふ
る
さ
と
の
地
図
大
雪
が
塗
り
つ
ぶ
す 

 
 
 

順 
 

 

 
 

故
郷
の
大
雪
の
状
況
を
上
手
く
詠
め
ま
し
た
。 

 
 

参
考
「
ふ
る
さ
と
の
地
図
塗
り
つ
ぶ
す
大
吹
雪
」 

  
 
 
 

 

「
２
点
」 

 

突
然
に
職
を
失
う
派
遣
切
り 

 
 
 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

中
七
「
職
を
失
う
」
と
、
下
五
「
派
遣
切
り
」
が
ダ
ブ
リ
で
は
。 

例
「
突
然
で
妻
に
は
言
え
ぬ
派
遣
切
り
」 

 
 

 
 
 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
景
気
は
下
が
り
株
上
が
り 

 
 
 

勝 
 

 

現
下
の
情
勢
を
詠
み
、
中
七
「
景
気
は
下
が
り
」
と
下
五
「
株
上

が
り
」
を
対
比
さ
せ
上
手
く
出
来
た
。 

 

女
よ
り
美
人
に
化
け
る
男
達 

 
 
 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

世
相
を
詠
い
、
上
手
く
出
来
た
句
。
で
も
、
「化
け
る
」
と
か
言 

っ
た
ら
「
差
別
」
な
ど
と
叱
ら
れ
る
か
も
ね
。 

 
 

参
考
「
女
性
よ
り
美
人
に
な
っ
て
売
れ
て
い
る
」 

  
 
 
 
 

「
３
点
」 

 

肩
に
手
を
掛
け
て
驚
く
人
違
い 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 

バ
ツ
の
悪
さ
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
句
。
上
手
く
出
来
た
。 

 

ポ
チ
の
皿
お
宝
で
す
と
鑑
定
士 

 
 
 

 
 
 

順 
 
 

 

 
 

面
白
く
出
来
た
句
だ
が
、
作
り
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
の
で
、
選

者
に
よ
っ
て
は
評
価
が
分
か
れ
る
か
も
。 

 

柄
マ
ス
ク
隠
す
邪
心
の
赤
い
口 

 
 
 
 
 
 

旅
人 

 
 

 
 

下
五
の
「
赤
い
口
」
の
比
喩
で
「
女
の
邪
悪
な
本
心
や
毒
舌
」
な

ど
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

「
４
点
」 

 

今
覚
え
思
い
出
せ
な
い
脳
危
険 

 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

 
 

理
解
で
き
る
が
、
下
五
の
「
脳
危
険
」
で
リ
ズ
ム
感
を
壊
し
て
る
。 

 

例
「
今
覚
え
思
い
出
せ
な
い
歳
と
な
り
」 

 
 

参
考
「
す
っ
と
立
ち
何
で
立
っ
た
か
直
ぐ
忘
れ
」 
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1 

 

夫
を 

 

 
 

課
題
「
び
っ
く
り
」
・
互
選 

 

続
き 

 
 
 
 
 

「
５
点
」 

 

引
き
際
の
美
学
を
知
ら
ぬ
星
条
旗 

 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

「
星
条
旗
」
は
ト
ラ
ン
プ
の
比
喩
、
ア
メ
リ
カ
の
比
喩
。
ト
ラ
ン

プ
の
比
喩
だ
と
す
る
と
星
条
旗
が
か
わ
い
そ
う
か
も
。 

 

徘
徊
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
が
妻
へ
告
げ 

 
 
 

 

欠
席
者 

 
 

奥
様
が
徘
徊
通
知
を
見
て
い
る
様
子
が
見
え
る
句
。
出
来
た
句
。 

  
 
 
 

 

「
６
点
」 

 

通
夜
の
席
知
ら
ぬ
子
供
が
座
っ
て
る 

 
 
 
 

順 
 

 

 
 

も
少
し
、
猜
疑
心
を
煽
る
工
夫
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

 
 

例
「
通
夜
の
席
見
知
ら
ぬ
美
女
と
子
が
座
り
」 

  
 
 
 

 

「
７
点
」 

お
悔
や
み
の
メ
ー
ル
の
返
事
生
き
て
る
よ 
 
 

勝 
 
 

 

 

「
生
き
て
ま
す
よ
と
い
う
返
信
が
来
た
」
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、 

 
 

例
「
お
悔
や
み
の
メ
ー
ル
へ
返
事
生
き
て
い
る
よ
」 

 
 
 

 

 
 
 
 

「
選
外
」 

 

子
の
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ね
ず
み
講 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

上
手
く
出
来
て
い
ま
す
が
、
丑
年
に
な
っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
？ 

 

ア
マ
ゾ
ン
の
カ
ー
ト
に
三
個
同
じ
物 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

カ
ー
ト
に
同
じ
物
が
三
個
で
、
お
ゝ
と
い
う
感
じ
で
す
か
。 

 

子
を
乗
せ
た
マ
マ
チ
ャ
リ
走
り
法
規
無
視 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

交
通
安
全
を
無
視
し
た
無
法
運
転
ぶ
り
の
絵
が
見
え
る
句
。 

参
考
「
マ
マ
チ
ャ
リ
の
歩
道
暴
走
老
い
が
逃
げ
」 

 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

自
然
美
の
天
体
シ
ョ
ー
へ
感
謝
泣
く 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

読
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句
。
自
然
美
を
具
体
的
に
す
れ
ば
。 

 

例
「
東
京
の
空
を
火
球
が
か
す
め
跳
び
」 

感
染
者
零
は
か
り
そ
め
だ
っ
た
の
か
岩
手 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

五
七
五
の
正
調
で
あ
る
か
に
注
意
。 

 

例
「
感
染
者
零
は
か
り
そ
め
岩
手
県
」 

ア
ド
レ
ス
と
姓
無
し
賀
状
謎
に
満
ち 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

情
景
が
見
え
る
句
。
ア
ド
レ
ス
が
無
い
の
に
賀
状
は
来
ま
す
か
。 

妻
寝
言
コ
ロ
ナ
恐
い
と
飛
び
起
き
る 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

面
白
く
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
そ
う
な
場
面
で
す
ね
。 

後
継
ぎ
を
止
め
婿
入
り
早
子
二
人 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
下
六
の
句
と
な
り
リ
ズ
ム
感
が
良
く
な
い
。 

 

例
「
我
が
家
な
ど
継
が
ず
長
者
の
婿
と
な
り
」 

年
越
し
の
縁
切
り
そ
ば
よ
切
れ
コ
ロ
ナ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

コ
ロ
ナ
へ
の
嫌
悪
感
を
表
現
し
た
句
。
下
五
が
少
々
気
に
な
る
。 

 

例
「
年
越
し
の
縁
切
り
そ
ば
で
切
る
コ
ロ
ナ
」 

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
追
っ
た
幼
き
日 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

絵
が
見
え
る
、
郷
愁
の
句
。 

マ
ス
ク
か
け
目
力
の
み
で
訴
え
る 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

何
を
訴
え
た
か
詠
み
込
め
る
と
良
く
な
る
。 

 

例
「
マ
ス
ク
か
け
目
は
好
き
で
す
と
言
っ
て
い
る
」 

咽
喉
へ
よ
く
噛
み
元
気
驚
か
す 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

良
く
咀
嚼
す
る
の
で
、
周
り
の
人
を
驚
か
せ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
危
機
驚
く
ほ
ど
の
通
信
費 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

深
読
み
す
る
と
理
解
で
き
る
句
。 

 

例
「
帰
省
せ
ず
コ
ロ
ナ
で
嵩
む
電
話
代
」 

     

【溜り場】川柳六大家（川柳人協会ＨＰより） 

 

  川柳界を引っ張って来たのは、六大家と言われる人たちです。戦前、戦中、戦後を通して、

彼等は川柳界の先頭に立って川柳の旗を振り続けてきました。現在の川柳界の指導者は、何

らかの形でこの六大家の影響下にある人たちです。 

六大家と言われる人が創刊した結社や雑誌を守って、彼等の理想を現代に即したかたちで引

き継いでいるのです。作品はいずれも穏健で、時代にうまく溶け込もうとしている様子が見

受けられます（編集者の評論では、ありません。川柳人協会の評論です。）。 

これから、六人の業績と作品を紹介していきたいと思います。 

 



 

1 

 

夫
を 

 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

川
柳
で
自
分
と
対
峙
満
ち
た
時 

 
 

 
 

 
 

し
だ
れ 

 

堅
物
の
父
の
メ
ー
ル
に
あ
る
絵
文
字 

 
 

 
 

勝 

 

ふ
る
さ
と
は
裃
脱
い
で
飲
み
騒
ぐ 

 
 

 
 

 

平
太 

 

人
事
と
言
え
ぬ
恐
怖
の
火
事
現
場 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

 

生
き
方
を
毎
年
変
え
て
元
気
で
す 

 
 

 
 

 

昇
柳 

夕
食
に
ネ
ッ
ト
で
花
見
ひ
と
り
酒 

 
 

 
 

 

勝 

 
 

 
 

 
 

「
客
」 

 

大
金
を
掴
む
夢
で
も
見
た
い
も
の 

 
 

 
 

 
平
太 

規
制
線
張
る
警
官
の
幼
な
顔 

 
 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

コ
ロ
ナ
禍
の
思
考
力
ま
で
自
粛
す
る 

 
 

 
 

み
ち
え 

 

孫
の
手
に
同
じ
女
難
の
相
が
あ
る 

 
 

 
 

 

順 

 

政
治
家
の
飲
ん
で
る
薬
記
憶
消
し 
 

 
 

 
 

智 

  
 
 
 

 

「
人
」 

 

妻
の
愚
痴
い
つ
も
の
事
と
生
返
事 

 
 

 
 

 

順 

  
 
 
 

 

「
地
」 

 

存
在
を
考
え
直
し
今
を
生
き 

 
 

 
 

 
 

 

昇
柳 

  
 
 
 

 

「
天
」 

 

ソ
プ
ラ
ノ
が
ア
ル
ト
に
変
わ
る
反
抗
期 

 
 
 

勝 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 

第
⒕
回 

全
国
高
校
生
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
（
平
成
三
十
年
） 

「
特
別
賞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
長
賞
〕 

千
年
の
時
超
え
「
い
い
ね
！
」
恋
の
和
歌 

 
 

 
 

 
 

茨
城
県
・
水
戸
第
一
高
校
三
年 

田
所
瑞
希 

 
 
 
 

 

「
特
別
賞
・
西
日
本
新
聞
社
賞
」 

 

な
に
げ
な
い
日
常
が
い
い
と
き
も
あ
る 

 
 

 
 

 
 

山
口
県
・ 

柳
井
学
園
高
校
三
年 

宮
脇
佳
音 

「
特
別
賞
・
全
日
本
川
柳
協
会
賞
」 

 

寡
黙
だ
が
多
く
を
語
る
親
父
の
背 

 
 

 
 

 
 

兵
庫
県
・ 

神
港
橘
高
校
二
年 

山
口
拳
弥 

  
 
 
 
 

「
銅
賞
」 

 

ほ
ぼ
忍
者
日
陰
に
沿
っ
て
歩
く
女
子 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
・
清
心
女
子
高
校
三
年 

菊
地
環 

  
 
 

 

「
銀
賞
」 

 

十
八
歳
子
供
と
大
人
使
い
わ
け 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
・
あ
ず
さ
第
一
高
校
三
年 

千
葉
春
希 

 

 
 

  

「
金
賞
」 

散
歩
道
祖
母
を
何
度
も
ふ
り
か
え
る 

 
 

 
 

 
 

 

金
沢
県
・
金
沢
大
学
附
属
高
校
二
年 

西
村
颯 

【溜り場２】村上周魚（（１８８９～１９６７年） 

東京・下谷に生まれる。東京薬学校を終了して『薬学の友』主筆と

なり、川柳は 19 歳頃から始め、柳樽寺川柳会の同人となる。その後

八十島可喜津らと『きやり』を興します。彼の主張は<日常茶飯>とい

う雑詠主導の姿勢です。作品でもそれを実証してきました。 

✰ どの党も積木に似たる政治論 

✰ 盃を挙げて天下は廻りもち 

✰ 東京に育ちかぼちゃの花いとし 

                    川柳人協会ＨＰより 
     



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

     

 

課
題
「
油
断
」
・
二
人
選 

大
西
旅
人
選 

 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

芳
香
に
心
奪
わ
れ
服
に
刺 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

山
頂
の
感
動
の
あ
と
救
急
車 

 
 
 
 
 
 
 

勝 

 

油
断
し
た
ト
ッ
プ
が
悩
む
コ
ロ
ナ
策 

 
 
 
 

欠
席
者 

 

限
定
品
財
布
の
口
が
開
け
ら
れ
る 

 
 
 
 
 

順 

 

足
音
も
立
て
ず
コ
ロ
ナ
が
忍
び
寄
る 

 
 

 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

 

「
客
」 

待
合
室
静
か
に
な
っ
て
な
げ
く
医
者 

 
 

 
 

欠
席
者 

期
待
し
た
ド
ラ
マ
睡
魔
に
先
越
さ
れ 
 

 
 

 

み
ち
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コ
ロ
ナ
禍
を
や
っ
ぱ
り
油
断
の
せ
い
に
し
て 

 

智 

 

甘
言
の
穴
に
転
が
る
欲
の
皮 
 

 
 

 
 

 
 

欠
席
者 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

オ
レ
オ
レ
へ
虎
の
子
渡
す
母
性
愛 

 
 
 
 
 

順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

気
を
許
す
部
下
に
昇
進
先
越
さ
れ 

 
 
 
 
 

勝 

 
 
 
 

「
地
」 

 

躓
い
た
石
に
不
注
意
教
え
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 
 
 

「
天
」 

 

無
礼
講
に
甘
え
て
地
雷
踏
ん
で
い
る 

 
 
 
 

順 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

（
自
句
） 

ノ
ー
サ
イ
ド
な
の
に
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
命
令
し 

 
 

 
 

 
 

 

感
染
者
零
は
か
り
そ
め
だ
っ
た
の
か
岩
手 

 
 

 
 

 
 

 

案
の
定
そ
の
三
波
目
が
襲
来
し 

 
 

      
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

課
題
「
油
断
」
・
二
人
選 
 

福
田
次
郎
選 

 

  
 

「
秀
」 

足
音
も
立
て
ず
コ
ロ
ナ
が
忍
び
寄
る 

 
 

 
 

み
ち
え 

山
頂
の
感
動
の
あ
と
救
急
車 

 
 

 
 

 
 

 

勝 

限
定
品
財
布
の
口
が
開
け
ら
れ
る 

 
 

 
 

 

順 

一
年
が
コ
ロ
ナ
で
暮
れ
て
明
日
見
え
ず 

気
を
許
す
部
下
に
昇
進
先
越
さ
れ 

 
 

 
 

 

勝 

 
 

 
 

「
客
」 

 

夢
世
界
寝
言
で
ば
れ
る
ひ
ど
い
誤
差 

 

弱
気
吐
き
油
断
さ
せ
て
る
狡
い
人 

 

振
袖
が
油
断
し
て
い
た
水
溜
り 

無
礼
講
に
甘
え
て
地
雷
踏
ん
で
い
る 

 
 

 
 

順 
 

 
期
待
し
た
ド
ラ
マ
睡
魔
に
先
越
さ
れ 

 
 

 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

「
人
」 

 

躓
い
た
石
に
不
注
意
教
え
ら
れ 

 
 

 
 

 
 

欠
席
者 

 

 
 

 
 

「
地
」 

 

オ
レ
オ
レ
へ
虎
の
子
渡
す
母
性
愛 

 
 

 
 

 

順 
 

 
 

 
 

「
天
」 

 
 

 

甘
言
の
穴
に
転
が
る
欲
の
皮 

 
 
 
 
 
 
 

欠
席
者 

  
 

 

（
自
句
） 

締
め
忘
れ
セ
コ
ム
も
い
い
が
ス
マ
ホ
キ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

待
合
室
静
か
に
な
っ
て
な
げ
く
医
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

段
差
あ
り
音
頭
を
と
っ
て
足
を
上
げ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．６月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和３年６月８日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：美浜公民館第一会議室 

   

・課題「ヤキモチ」 ：互選  ３句 

 ・課題「三枚目」  ：二人選  ３句 

 ・自由吟           ３句 

 

 

２．連絡事項 （浦安川柳連盟）  

 ①川柳ひまわり会は、３月３１日付で解散されまし

た。会員の減少が主な要因です。 

②普及活動 

ア）ベイシニア浦安（浦安市老人クラブ連合会）の

クラブ活動として。進行役は、私が担当。 

◦東野・「コモンシテイ川柳会」会員８人  

◦美浜・「美浜１６サロン川柳会」会員５人 

イ）日の出・「シーガーデン川柳会」会員７人 

講師は、佐藤公江さんが担当。   会長 山岸順 


